落成式の基本原稿
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落成式の一般的な進行は
次ページのように①～⑪までのブロックで構成されています。
ブロック分けにすることで
落成式の基本パターンを簡単に覚えられるようになっています。

ただ地域によっては行われないものや順番が違うもの、
また呼び方が違うものもあると思われます。

そのような場合①～⑪までのブロックで必要ない行程を省いたり、
順番を入れ替えたり、呼び方を変更することによって
その地域で行われている進行形態に合わせることができます。
それから行政関係の落成式では

①～⑪のブロックで終了することが多いのですが、

企業の落成式となるとその後の食事会がつきものです。

そこで、この原稿には特別付録として

その後の記念パーティーの進行を⑫～⑰のブロックで掲載してあります。

行政関係・企業関係

どちらの落成式にも流用できるようになっていますので、

その時にあわせて使い分けてください。

	①ブロック
	前フリ

	②ブロック
	テープカット

	③ブロック
	会場移動の案内

	④ブロック
	開式

	⑤ブロック
	開会の挨拶

	⑥ブロック
	工事経過報告

	⑦ブロック
	感謝状・記念品贈呈

	⑧ブロック
	来賓の祝辞

	⑨ブロック
	祝電披露

	⑩ブロック
	閉式

	⑪ブロック
	施設見学の案内

	特別付録

	⑫ブロック
	落成記念パーティーの
オープニングコメント

	⑬ブロック
	鏡開き

	⑭ブロック
	乾杯

	⑮ブロック
	祝宴

	⑯ブロック
	万歳三唱

	⑰ブロック
	閉会


原稿を勉強する前に

これからあなたと原稿を見ていくのですが、
その時に『司会者のコメント』と『現場の動き』の2つの進行が
どのように重なって進んでいくのかに注意しながら勉強していきましょう。

　
各ブロックの進行の中で

『現場の動き』は【現】

『その時の司会者のコメント』は

という記号で表記しています。

例えば進行が
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	【現】
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　となっていた場合、
“まず司会者のコメントがあって、
次に現場の動きがあって、
そして司会者のコメントが入る”
という流れを表しています。

原稿に表記されている記号の意味

	【現】
	現場の動き
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	司会者のコメント

	[　注意！ ]
	確認や注意の必要な部分。

また司会者として最低限間違ったり、

失敗しないように心がける部分。

	[　ポイント！ ]
	アドリブのコメントを必要とする部分。

司会初心者には難しい部分ですが、

この部分を鍛えることでいろんなシチュエーション

でもとっさのコメントが言えるようになります。

	（　　）内の文字
	人名や地名、数字など現場によって変わる部分。

実際に行なう司会用に言葉を入れ替えてください。


前フリ
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	『皆様、おはようございます。』

『まもなくオープニングセレモニーを開催致します。』

『ご出席の皆様は（　　　　　）にお集まりください。』

	【現】
	出席者が指定の場所へ集まる
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